
食の安全「基本のお話」 だからSDGs
だれかの笑顔につながる

■農業が始まる前、人類は野生植物を採って食べていました。

　例えば、野生のトマトは小さく、固く、
あまりおいしくなく、毒（※）が含まれてい
るため食べられないものもあります。

※アルカロイド系毒素トマチン

■品種改良とは

■品種改良の歴史

　お店に並んでいる様々な野菜や果物は、人間が長い年
月をかけて野生の植物から作り出したものです。
　おいしい、形がよい、実がたくさんなるなどより良い品
種が作り出されてきました。それを品種改良といいます。

■品種改良は、遺伝子の変化によって性質が変化する
　ことを利用しています。
　見た目や性質の変化は、設計図である遺伝子の変化で起きています。
　育てていると、ごくたまに見た目や味などが変わったものが見つかる
ことがあります。その中から目的の性質（おいしい、病気に強い）を
持つものを選んで育てると、子孫にずっと受け継がれることがあり
ます。また、違った性質を持つものをかけあわせて（交配）子孫を作
ると、新しい性質の子孫を作ることがあります。

ゲノム編集食品を理解するためのお話　４回シリーズ　

　　  育種・品種改良について
「野菜や果物は、自然のモノでも天然のモノでもありません」

●CO₂排出量削減目標

第111回

資料提供：農林水産省　農林水産技術会議事務局

参考：農研機構
 「バイオステーション」　
https://bio-sta.jp/

藤井寺共同購入センターに設置した
太陽光発電パネル

　私たちがおいしいと思う品種を作り出してくれる人たちがいて、農家の人がそれを育ててくれるから、私たち
は、食べ物に困らずにくらしていくことができます。ゲノム編集技術は、品質改良の新しい技術の１つです。

6月度累計リサイクル回収率

2023年度
回収率

56.9% 21.5%

宅  配 店  舗

トレーの
回収率は算出
していません

①カタログ ②内袋（※） ③牛乳パック ④たまごパック ⑤発泡トレー ⑥ペットボトル

回収部門

41.9% 32.8% 21.8%

宅配・店舗

※内袋のシールは剥がして出してください。  　                                            引き続きリサイクルへのご協力をお願いします！

広げよう、
地球に
イイこと

（2022年度 56.9%）（2022年度 21.6%）（2022年度 43.1%）（2022年度 34.3%） （2022年度 20.3%）

第２回 脱炭素社会の実現をめざして　

「CO2排出量削減」について

第１回

第１回 ゲノム編集技術はSDGsの目標達成
　　　に貢献

第２回 育種・品種改良について

第３回 ゲノム編集技術による品種改良とは

第４回 まちがった情報や誤解

　持続可能な社会の実現に向けて、いずみ市民生協グループで
は「2050ゼロ・エミッション宣言」を公表しています。今月より
2022年度の到達状況をシリーズにてご報告します。

■再生可能エネルギーを「つくってつかう」
　地球温暖化対策として、再生可能エネルギーの開発
と使用をすすめています。

①自家消費型太陽光発電【つくる】
　和泉市にある２つの物流センターと奈良・天理と京
都・亀岡に大型発電所を設置しています。このほか１店
舗、９共同購入センターの屋根にも太陽光発電パネル
を設置。最近設置した５つの共同購入センター
では、発電した電気を自ら使用しています。

　■太陽光発電所の発電実績
　　1,520.3万kWh
　　（一般家庭の１年間の電気使用量  4,589世帯分）

②「CO2排出量ゼロのお店」への転換【つかう】
　いずみ市民生協で使用している電気の94.4%は、グループ会社の
（株）コンシェルジュが供給しています。（株）コンシェルジュでは、再
生可能エネルギーの調達につとめ、再生可能エネルギー比率は
63.7%です。2022年度には、コープのお店に供給する電気（※）を
CO2の排出をゼロにした「ゼロでんき」に切り替えました。これによ
り、前年から約25%のCO2排出量を削減しました。

※テナントのコープいこらも～る泉佐野店を除く

自然界からの有用種（突然変異）の選択

有用種どうしの交配

（放射線・化学物質の使用）人為的な突然変異

遺伝子組換え

ゲノム編集技術

古代　　　　
1～２万年前
イネ栽培

近世
1865年　

　 メンデルの法則

数十年前
1996年　

　　遺伝子組換大豆

現在 将来

原種のトマト

多様な作物

作物

野生種

おいしい
大きい
栽培しやすい

食べられる

食べられない

品質改良（育種）

栽培化（選抜）
遺伝子の変化

2013年度 2030年度

2013年度比

75%
削減

2040年度

2013年度比

90%
削減

2050年度

CO2
排出量
ゼロ

基準年
排出量

17,191トン17,191トン

京都亀岡太陽光発電所

■2022年度結果
2022年度計画 2022年度実績 達成率 前年比
10,640トン 12,129トン 114.0％ 75.4％

⇒

第１回 CO２排出量削減について

第２回 プラスチック容器包材の排出量
　　　削減について

第３回 宅配時に使用する紙の使用量削減
　　　について

第４回 食品の廃棄物の削減について

⇒
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